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《業 種 別 総 括 》 

                          令和 6年 1月 

〔漁 業〕 

・ 1月の漁獲量は､前年を1,485t下回り､漁獲金額は前年を8,200万円下回った｡漁獲量では､底曳網､

カニ漁が増加し､タラ･スケソウ漁が大幅に減少している｡漁獲金額は､底曳網､カレイ､カニ漁が

増加し､タコ､タラ･スケソウ漁､昆布が減少している｡カニ漁は､毛ガニは不漁となっているが､

オオズワイガニが多く獲れている｡ 

〔農業・軽種馬生産業〕 

・ 全道一の生産量を誇る新冠町特産の｢にいかっぷピーマン｣の販売金額が､12億6,756万円(前年

比2億9,514万円増)となり､過去最高額を更新した｡ 

・ 今年の軽種馬の競り市の皮切りとなる｢冬季繁殖馬セール｣(主催・㈱ジェイエス)が24日､新ひ

だか町内の日本軽種馬協会北海道市場で開かれた｡売却総額は2億2千万円で､同セールとしては

史上最高だった昨年に次ぐ過去2番目だった｡ 

〔建 設〕 

・ 町発注工事(新ひだか～広尾地区)の1月中発注額は4,100万円で､前年を2,800万円上回った｡ 

・ 日高管内における国･道･町発注公共工事の1月中請負金額 (北海道建設業信用保証㈱の保証請

負金額)は3億2,700万円で前年を3億1,400万円下回った｡ 

・ 1月の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は､2件で､前年と同数となった。 

〔小売業・飲食業〕 

・ 静内農業高生が町内事業者と協力して特産品を作る町の事業｢静農ブランド開発促進プロジェ

クト｣で､本年度に誕生した商品の試食会が行われた｡焼き肉のつけダレ､ご飯のおかずなど地元

食材を生かした一品が並んだ｡各商品は4月から順次､販売される｡  

〔観光・その他〕 

・ うらかわ優駿ビレッジアエルで､｢アエル功労馬ファンミーティング｣が始まった｡3月31日まで｡ 

少人数の参加者をスタッフがガイド役となり､4頭いる功労馬とのふれあい体験や手入れ見学､ 

記念撮影会などを企画｡12月下旬にＳＮＳで募集をかけると､2日間で3月31日までの全日程が予

約で埋まり大盛況となっている｡予約者は道内外の主に20代～30代が多いという｡ 

〔雇 用〕 

・ 1月の浦河地区と全道の月間有効求人倍率は､浦河地区は前年を上回り､全道は前年を下回った｡ 

〔総 括〕 

・ 建設業の月中請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証金額)は､前年を3億1,400万円下回り､町

発注工事は前年を2,800万円上回った｡漁業の漁獲量は前年を1,485㌧下回り､漁獲金額は前年を

8,200万円下回った｡漁獲量では､底曳網､メヌケ､カニ漁が増加し､タコ､タラ･スケソウ漁(大幅

減少)､昆布が減少している｡漁獲金額は､底曳網､カレイ､カニ漁が増加し､タコ､タラ･スケソウ

漁､昆布が減少している｡カニ漁は､毛ガニは不漁となっているが､オオズワイガニが多く獲れて

いる｡各地区の水産加工会社は､水揚げ少なく稼働状況は鈍くなっている｡飲食業は､新年会等の

宴会が増え､来店客も増加し忙しくなった｡しかし､物価高騰の影響は大きく､仕入価格の上昇等

で利益率は低下傾向となっている｡個人消費は､正月を迎え､帰省者も多くなり消費は増加した｡

しかし､物価高騰は一般家庭への影響も大きく､消費を抑える動きが引き続きみられる｡主力産

業の漁業の低迷等もあり､消費者の購買意欲は低く､停滞感が窺えるが､個人の外出は増加して

おり､コロナ前には戻っていないが､忙しい1月となった事業先も多かった｡ 
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〔沿岸漁業〕カレイ､タコ､ホッキ､ツブ漁等｡〔沖合い漁業〕タラ･スケソウ､カニ漁等｡ 

総漁獲量2,666㌧・総漁獲額8億9,100万円(前年同月比1,485㌧減・8,200万円減)｡ 

  

  

 

 

  

 

 

 

 

 

底曳網漁………     714ｔ ・ 101百万円  ( 前年同期比    14ｔ増  ・ 12百万円増 ) 

カレイ漁………    141ｔ ・  73百万円  ( 前年同月比    増減なし ・ 19百万円増 ) 

タコ漁…………     67ｔ ・  62百万円  ( 前年同月比      7ｔ減  ・  9百万円減 ) 

ツブ漁…………     40ｔ ・ 20百万円 （ 前年同月比     2ｔ減 ・  1百万円減 ） 

ホッキ漁………     19ｔ ・   7百万円  ( 前年同月比      1ｔ増  ・   増減なし ) 

タラ･スケソウ漁  1,322ｔ ・ 121百万円 （ 前年同月比 1,487ｔ減 ・ 95百万円減 ） 

メヌケ漁……       4ｔ ・  9百万円 （ 前年同月比     2ｔ増  ・  2百万円増 ） 

キンキ漁………     2ｔ ・ 3百万円 （ 前年同月比     1ｔ増  ・  1百万円増 ） 

カニ漁…………    91ｔ ・ 103百万円 （ 前年同月比    62ｔ増  ・ 17百万円増 ） 

昆 布…………   232ｔ ・ 376百万円  ( 前月同月比      3ｔ減  ・ 10百万円減 ) 

その他………･･     34ｔ ・  16百万円  ( 前月同月比     66ｔ減  ・ 18百万円減 ) 

 

・ 日高振興局は2023年の漁業生産状況(速報)をまとめた｡主力のサケの漁獲量は前年比76.8％

減の485㌧､生産額は同75％減の4億6,900万円と激減し､赤潮被害に見舞われて大不漁だった

21年を下回り､平成以降で最低の漁獲量となった｡昨年に大発生したオオズワイガニを含む｢そ

の他水産動物｣は823㌧に上り､前年の約170倍に増えた｡23年のサケの水揚げ状況は､過去5年

平均との比較でも漁獲量は13％､生産額は16.4％にとどまった｡平成以降で数量が最低だった

21年(1,328㌧)と比べても3分の1の水準｡もう一つの主力であるコンブの23年は､2,196㌧(前

年比5.3％減)､35億9,600万円(同6.6％減)と数量､金額ともに減少した｡オオズワイガニを含

む｢その他水産動物｣は22年はわずか5㌧だったが､23年は急増し金額でも1億9千万円と前年に

比べ約15倍となった｡一方､21年の赤潮で漁獲量が激減したタコ類は1,273㌧(同15.4％増)､ツ

ブ類は732㌧(同36.1％増)と増えたものの､過去5年平均との比較では､タコ類が65.2％､ツブ

類も51.2％にしか戻っておらず､まだ回復とは言いがたい状態｡ただ､タコ類は平均単価が上

昇したため13億2,700万円(同35.5％増)と､魚種別でサケを大きく上回り､コンブに次ぐ金額

となった｡全魚種合計では漁獲量が2万4,762㌧(前年比4.4％減)､生産高は99億8,200万円(同

8.4％減)だった｡ 

（対象は新ひだか、浦河、様似、えりも、広尾の各地区）（「ｔ」はトンを表しています） 
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〔軽種馬生産業〕 

・ 競走馬の総合商社ジェイエス主催の｢冬季繁殖馬セール｣が24日､新ひだか町静内の北海道市場で

開かれた｡セールには39頭(前年25頭)が上場し､24頭(同23頭)を売却｡売却総額は2億2,034万円(同

3億61万円)だった(税込)｡同セールは､秋季と年明けの冬季の年2回開催している繁殖牝馬の競り

市｡上場馬は生産牧場を中心に購入し､妊娠している受胎馬が12頭(上場18頭)､空胎・未供用馬は

12頭(同21頭)が売却された｡売却率は61.54％(前年92.00％)だった｡最高額取引馬は2021年フィリ

ーズレビュー(ＧⅡ)を制した未供用馬のシゲルピンクルビー(6歳､父モーリス)＝兵庫県・関美和

氏販売＝を1億5,950万円でノーザンファームが購入した｡総売上げが2億円を超えたのは2年連続｡ 

〔農 業〕 

・ 全道一の生産量を誇る新冠町特産の｢にいかっぷピーマン｣の販売金額が､12億6,756万円(前年比 

2億9,514万円増)となり､過去最高額を更新した｡昨年は､49戸(前年比2戸増)が作付けし､面積は

25.44㌶(同1.05㌶増)のハウスで栽培｡共選･個別を含めて5月19日～11月16日まで2,333.44㌧(同

175.28㌧増)を出荷した｡一昨年は､道外産地の生産量が天候などでやや減少したため､販売単価

は1㌔450円だったが､昨年は全国的な猛暑により生産量が減ったことで､1㌔543円と過去最高の

販売単価となった｡道内産ピーマン出荷実績(ホクレン扱い)では､産地別で約63％のシェアを占

めている｡20年6月5日に特許庁の地域団体商標に登録され､梱包されたピーマンは､道内市場や関

東､中京､関西方面に送られている｡ 

・ 広尾町の酪農業｢鈴木牧場｣は､餌に穀物飼料を与えず､牧草だけで育てた牛から搾乳した｢十勝オ

ーガニック牛乳｣を発売した｡日本農林規格(ＪＡＳ)の有機ＪＡＳ認証を取得していた同牧場は

昨年6月､牛を牧草のみで育てる｢グラスフェッド｣の規格認証を国内で初めて取得した｡｢オーガ

ニック認定機構｣によると､両規格の認証マークを表示した牛乳は国内初となる｡一般的な牛乳に

比べて､コクと甘みが強く､より搾りたてに近い風味が感じられる｡ 

〔花き栽培〕 

・ 1月の花き出荷実績は､6万本､金額 752万円(前年 6万本､727万円)｡ 

 

 

 

〔公共工事〕 

・ 日高管内の国･道･町発注公共工事の月中請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証請負金額)は､3億 

2,700万円で､前年同月比3億1,400万円減少した｡ 

 

〔町発注工事・建築確認申請〕（令和6年1月） 

  

  

工 事 件 数 金     額 （百万円） 確認申 
請件数 土 木 建 築 その他 計 土 木 建 築 その他 計 

新ひだか町 0 0 1 1 0 0 37 37 0 

浦 河 町 0 0 1 1 0 0 4 4 1 

様 似 町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

えりも町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
広 尾 町 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

計 0 0 2 2 0 0 41 41 2 

・ 町発注工事(新ひだか～広尾地区)は 4,100万円となった｡(前年同月 1,300万円) 

工事発注状況をみると､前年同月比では､件数は1件上回り､金額は2,800万円上回った｡ 

・ 1月中受付の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は 2件で､前年と同数となった｡ 
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〔木 材〕 

・チップ材の出荷状況(広尾地区)は､数量が437㌧(前年527㌧)で前年比17.1％の減少｡ 

出荷金額は969万円(同1,150万円)で前年比15.7％の減少｡ 

〔製 材〕 

・建材(様似地区)1月の受注は前年並みとなった｡プレカット材は受注なく生産を停止している｡ 

 

 

 

〔卸売業〕 

・ 野菜は､道内産の､ジャガイモ､長ネギ､玉ネギ､生シイタケ等､他は､本州産となっている｡果物は､

本州産のミカン､イヨカン､リンゴ､イチゴ等となっている｡ 

〔小売業・飲食業〕 

・ 新ひだか町が進めている｢静農ブランド開発推進プロジェクト｣の開発商品 5 品の試食会が､静

内農高で開かれ､食品科学科の生徒61人と町､各産業団体､連携事業者が参加して5品の出来栄

えを確かめた｡国の 3 年間の推進交付金を受けた同プロジェクトは､同校や町､しずない・みつ

いし農協､ひだか漁協､町商工会､町観光協会､各産業団体及び事業者などが連携し､町の優れた

地域資源を活かした特産品開発や販路拡大などにより､地域経済の活性化や雇用の増加､地域産

業に担い手育成を推進するもの｡商品開発された5商品は▽ご飯のおかず｢ごはんにのっけくん｣､

▽サケフレークとタラフレーク､▽カレータレと塩タレ､▽味付けの地元ブランド牛肉｢柔(やわ

らか)の道｣､▽馬の形のクッキー3種類､の5品9種類｡2月6日から東京ビッグサイトで開催の

｢山の恵みプロジェクト｣ブースへ出店し､農高生や連携業者､町が5商品のＰＲと商談会への参

加を予定している｡ 

〔観光・その他〕 

・道内屈指の｢初日の出｣観光スポット襟裳岬の元旦は､厚い雲と強風の中で明けた｡夜半からの荒 

天模様だったが､岬駐車場は午前 6時頃には札幌や帯広ナンバーなどの自家用車 250台ほどで 

埋まり､800人ほどが風の館屋外展望台や岬突端で肩を寄せ合いながら初日の出を待った｡しか 

し､初日の出時刻の午前6時53分になっても､水平線の厚い雲は途切れることはなかった｡諦め 

切れない参拝客ら約250人が､この日のみ無料で臨時開館の風の館に入館して､展望室から荒海 

の東方に目を凝らしたが､7時半を過ぎても初日の出参拝の願いは叶わなかった｡ 

・馬産地の浦河町で新春恒例の｢騎馬参拝｣が2日､西舎神社で行われた｡今年で115年目を迎える 

 伝統行事に地域住民や帰省中の家族連れ､馬産業関係者ら約300人が訪れ､一年の多幸と無病息 

災を祈念した｡明治 40 年に町内西舎に国の日高種馬牧場が開設されて以来続く伝統行事｡浦河 

神社境内に西神社が建立されていたことから､これまでには､西神社を参拝した後に､浦河神社 

へ赴き社殿へ続く階段を馬たちが駆け上がり参拝をしていたが､現在は西舎神社のみの参拝と 

なっている｡地元自治会や軽種馬関係者をはじめ､浦河乗馬スポーツ少年団､浦河ポニー乗馬ス 

ポーツ少年団､乗馬公園所属サークル､町内の乗馬愛好者などが参加した｡時折雪が降る中､日高 

育成牧場から乗馬馬 8頭とポニー6頭が出発し､ＢＴＣ調教センター､うらかわ優駿ビレッジア 

エル､ピスカリの森を通り大勢の観客が待つ西舎神社に到着した｡神社では､礼節を重んじて本 

殿の前で下馬し､観覧者も含め全員で柏手を打って今年一年の目標成就と無病息災を祈願した｡ 
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〔管内の倒産〕 

･ 当金庫管内(新冠町～えりも町)の倒産は､0件(前年同月0件)､負債総額ゼロ､(同ゼロ)｡ 

当金庫管内を含む苫小牧管内の倒産は､1件(前年同月1件)､負債総額8,000万円(同1,400万円)｡ 

〔道内の倒産〕 

･ 北海道の倒産件数は19件(前年同月14件)､負債総額は22億6,300万円(同15億5,300万円)､倒産

件数は前月比14件減少､前年比5件の増加となった｡ 

〔全国の倒産〕 

･ 全国の倒産件数は701件(前年同月570件)､負債総額は791億2,300万円(同565億2,400万円)｡ 

倒産件数は前月比109件減少､前年比で131件の増加となった｡      （東京商工リサーチ） 

〔雇   用〕 

･ 1月の浦河地区の月間有効求人倍率は1.61倍で､前年比0.02ポイント上昇、前月比0.12ポイン 

ト上昇した。有効求人数は1,021人で前年比70人の増加､前月比104人の増加となった｡有効求職

者数は636人で前年比37人の増加､前月比で19人の増加となった｡全道の月間有効求人倍率は1.00 

倍で､前年比0.11ポイント下降､前月比0.04ポイントの下降となった｡ 
 

 
 
 

管内生産馬 中央競馬重賞レース勝馬 
 
1 /  6    第73回 中 山 金 杯                          （ＧⅢ） 

リカンカブール 号             (浦河町 辻牧場 殿生産） 
 

1 / 14  第71回 日 経 新 春 杯                          (ＧⅡ) 
        ブローザホーン 号          （新ひだか町 岡田スタッド 殿生産） 
 
1 / 21   第41回 東海ステークス                          （ＧⅡ） 
       ウィリアムバローズ 号            （日高町 中原牧場 殿生産） 
 

    1 / 28   第38回 根岸ステークス                          (ＧⅢ) 
         エンペラーワケア 号          (日高町 下河辺牧場 殿生産) 
 
  1 / 28   第29回  シルクロードステークス                  （ＧⅢ） 
                 ル ガ ル 号              （浦河町 三嶋牧場 殿生産） 
 
  ２０２４年度 北海道市場開催日程 
   北海道市場を主催する日高軽種馬農業協同組合は2024年の北海道市場の開催日程を発表 

した｡北海道市場はＪＲＡ札幌競馬場で行われるトレーニングセール(2歳)で開幕する｡7 

月のセレクションセールはプレミアムセッションが加わり3日間開催になる｡プレミアム 

セッションは､選ばれた上場馬の中からより厳選した馬が上場される｡ 

           
市 場 名 馬 齢 区 分 日     程 日 数 開 催 場 所 

トレーニングセール 2歳 一般  5月21日（火） 1日間 ＪＲＡ 札幌競馬場 

セレクションセール 1歳 選抜  7月22日（月）～24日（水） 3日間 

北 海 道 市 場 
サマーセール 1歳 一般  8月19日（月）～23日（金） 5日間 

セプテンバーセール 1歳 一般 9月17日（火）～19日（木） 3日間 

オータムセール 1歳 一般 10月15日（火）～16日（水） 2日間 

 

（注）調査区域：浦河地区、新ひだか町静内地区及び三石地区、新冠地区、様似地区､えりも地区、広尾地区  

倒産・雇用状況 

その他 
 



６ 

 

《指  標》 

 

 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (令和 6 年 1 月末現在)                 (単位：人) 

町 村 名 
人         口 世         帯 

人    数 前年同月比 前 月 比 世 帯 数 前年同月比 前 月 比 

平 取 町 4,526 -73 -11 2,409 -5 -2 

日 高 町 10,603 -289 -5 5,832 -102 -5 

新 冠 町 5,134 -51 -2 2,805 20 1 

新 ひ だ か 町 20,554 -455 -34 11,323 -87 -21 

浦 河 町 11,435 -233 -18 6,637 -37 -3 

様 似 町 3,885 -94 -16 2,079 -7 -1 

え り も 町 4,167 -147 -11 2,016 -61 -4 

日 高 地 区 合 計 60,304 -1,342 -97 33,101 -279 -35 

広 尾 町 6,001 -212 -7 3,160 -64 -1 

大 樹 町 5,324 -120 -12 2,802 2 -3 

日高･十勝地区合計 71,629 -1,674 -116 39,063 -341 -39 

札 幌 市 1,955,724 -2,502 -1,204 1,104,285 8,103 -668 

江 別 市 118,583 -535 -103 59,631 284 -47 

石 狩 市 57,568 -326 -77 28,580 151 -43 

北 広 島 市 56,870 -408 -47 28,301 129 3 

恵 庭 市 70,334 212 -20 35,496 635 -5 

千 歳 市 97,919 285 -43 52,196 759 -22 

石 狩 地 区 合 計 2,356,998 -3,274 -1,494 1,308,489 10,061 -782 

苫 小 牧 市 166,757 -1,430 -89 91,003 179 -29 

厚 真 町 4,282 -88 -24 2,098 -21 -20 

む か わ 町 7,322 -153 -1 3,994 -33 0 

胆 振 地 区 合 計 178,361 -1,671 -114 97,095 125 -49 

営 業 区 域 合 計 2,606,988 -6,619 -1,724 1,444,647 9,845 -870 

注:日高町の人口数に外国人登録者数は含まれていません。                 (資料出所:各市町村) 

 

 

２ 労働需給状況(令和6年1月)  

     （単位：人、％） 

 浦 河 職 安 全   道 前 年 同 月 比 前 月 比 

月 間 有 効 求 人 数 1,021 80,752 70 -6,283 104 -1,557 

月 間 有 効 求 職 者 数 636 80,569 37 2,244 19 1,530 

月 間 有 効 求 人 倍 率 1.61 1.00 0.02 -0.11 0.12 -0.04 

                                               (資料出所:北海道労働局) 

 

３ 企業倒産状況(令和6年1月)                                        
（単位：件、百万円） 

 件 数 金     額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業      種 地   区 

苫小牧管内 1 80 0 66 
  

うち新冠町～えりも町 0 0 0 0 
北 海 道 19 2,263 5 710   
全   国 701 79,123 131 22,599   

(資料出所:東京商工リサーチ) 

 



７ 

 

 

 
４ 浦河町・新ひだか町 金融機関預金･貸出金残高(令和6年1月末) 

（単位：百万円、％） 
預          金 貸     出     金 

残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 

180,067 2.99 -0.99 60,416 -0.03 -0.84 

                                   （資料出所:浦河･静内金融協会） 

 

 

５ 町発注工事 (令和6年1月)                         （単位：百万円） 

(資料出所：各町) 
 
 
 

６ 建築確認申請 (令和6年1月) 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

(資料出所：各町) 

 

 

７ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

令和6年1月中の気象状況                         (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本    年 平年偏差・平年比 平年偏差、平年比は､1991～2020

年の資料から算出された平年値を

使用。気温は当月の平均気温から

平年値を差し引いたもの(平年比)。

降水量､日照時間は当月の降水量･

日照時間の平均を平年値で割り返 

したもの(平年偏差)。 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間 

浦   河 -0.5 17.0 149.6 1.9 50.0 105.4 

広   尾 -2.8 47.5 150.5 1.4 66.3 90.6 

                                   (資料出所:国土交通省・気象庁) 

 

 

 1月 累  計 前年同月 前年同月累計 

件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 

新ひだか町 1 37 103 2,651 1 13 76 1,886 

浦 河 町 1 4 78 4,183 0 0 81 935 

様 似 町 0 0 37 486 0 0 33 1,507 

え り も 町 0 0 39 560 0 0 46 431 

小 計 2 41 257 7,880 1 13 236 4,759 

広 尾 町 0 0 46 444 0 0 52 512 

総 合 計 2 41 303 8,324 1 13 288 5,271 

 1月 累 計 前年同月 前年累計 

件 数 件 数 件 数 件 数 

新ひだか町 0 16 0 22 

浦 河 町 1 11 1 18 

様 似 町 0 4 0 6 

え り も 町 0 3 0 2 

小 計 1 34 1 48 

広 尾 町 1 10 1 12 

総 合 計 2 44 2 60 



８ 

 

                        日高振興局からのお知らせ 

 

 

 

 

日高昆布のおはなし  

突然ですが… 
・好きな鍋の出汁は？  
・お正月に食べたおせち料理といえば？  
・栄養満点の健康食材といえば？  
→ もちろん昆布（昆布巻き）！ 
 
日高管内にお住まいの皆さんは、即答だと思い

ますが、日高昆布の魅力を改めてお話しします。 

 
ここがすごい日高昆布！その①【認知度】 

 昨年、東京で日高のイメージを調査したところ、なんと84％が「日高コンブ」
と回答。２番目の「馬」は28％でした。圧倒的な認知度で道外でも有名な昆布で
す。 

 
ここがすごい日高昆布！その② 【出汁でも、食べても、栄養満点の万能昆布】 
道内では多くの種類の昆布が水揚げされますが、その中でも日高昆布の特徴は、出汁もとれるし、

食べても美味しい万能昆布と言われています。 
 
ただ国内の消費量を見てみると、2023年の１世帯あたりの昆布購入量は、一番多い東北地方が360g

に対して、北海道が137gと非常に少なくなっています。 
 
そこで、日高昆布を知ってもらい、将来の消費に繋げるた

め、出汁文化の維持・継承と魚食普及を目的に、道内唯一の
食物調理科がある三笠高等学校と連携して日高昆布の消費拡
大に取り組んでいます。 
昨年10月には日高で水揚げされた昆布とブリを提供する

「日高の豊かな海の幸ランチフェア2023」が三笠高校の高校
生レストラン「まごころきっちん」で行われ、全日完売の大
盛況となりました。 
あわせて、若者向けの日高昆布レシピも開発され、道庁の公式cookpadに掲載していますので是

非ご覧ください。 
 
・日高昆布入りポークチャップ 
 
 
 
・日高昆布ときのこのパスタ 
 

 

【問い合わせ先】 

 北海道日高振興局産業振興部水産課漁政係 電話0146-22-9321 

 日高振興局では、地域の特色や優位性を皆様に広くアピールさせていただくために、農業、林業、水産業、 

商工業など幅広い分野で、日高のすばらしさを紹介しています。 

今回は、管内における水産業振興の取組について、紹介いたします。 



 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

ひだかしんきん営業のご案内 

ATM 本   店 〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2 丁目 1 番地 2（仮店舗） ☎（0146）22-4111 

ATM 堺 町 支 店 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西 1 丁目 83の 59     ☎（0146）22-5611 

ATM 静 内 支 店 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町 1 丁目 1 の 15  ☎（0146）42-1531 

ATM 三 石 支 店 〒059-3108 日高郡新ひだか町三石本町 197 の 23    ☎（0146）33-2311 

ATM 様 似 支 店 〒058-0014 様似郡様似町大通 2 丁目 35の 2      ☎（0146）36-2341 

ATM えりも支店 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町 170 の 1       ☎（01466）2-2311 

ATM 広 尾 支 店 〒089-2615 広尾郡広尾町本通 8 丁目 7 の 1       ☎（01558）2-3161 

札 幌 支 店 〒060-0004 札幌市中央区北 4 条西 5 丁目 1―4      ☎（011）200-7070 

 

 

ATM 営業時間 平日 8：45～18：00 

※札幌支店を除く各店舗に「ハンドセット搭載機」の ATM が設置されております。 

土曜日 ATM 稼動店：本店(仮店舗)･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･えりも支店･広尾支店 

土曜日 ATM 営業時間 9：00～17：00 

日曜･祝日 ATM 稼動店：本店(仮店舗)･静内支店 

日曜･祝日 ATM 営業時間 9：00～17：00 

 

店外 ATM 

浦河町役場内 ATM 浦河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～16：00 

浦河赤十字病院内 ATM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～18：00 

パセオ堺町店内 ATM 浦河郡浦河町堺町 店内フロア 

店外 ATM 営業時間 平日･土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

マックスバリュ静内店内 ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア 

店外 ATM 営業時間 平日・土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

日高徳洲会病院内 ATM 日高郡新ひだか町静内こうせい町 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～18：00 土曜 9：00～17：00 

※店外 ATM は、全て「ハンドセット搭載機」です。 

※ハンドセット付ＡＴＭ：プッシュボタン付受話器から、音声ガイ 

ダンスにより操作手順をご案内するＡＴＭです。 

 

 

     

           業務部地域貢献課 
           〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2丁目 31の 2 

           電話 (0146)22-4100 FAX (0146)22-6106 

           URL http://www.shinkin.co.jp/hidaka/ 

 

大樹生命札幌共同ビル 4 階 

 


